



















二〇〇八年に終わっているの 、おおよそこの一〇年 間に並行して書き継がれてきたものであることがわか 。この論考が開始






大きな潮流となっている。とりわけ、中国少数民族の 垣研究には勢いがある。研究者は誰でもそうだと思うが、空間的、共時的に分類整理の可能な作業を終えると、次にそれを時間的なも に置き換えたいという欲望から逃れられない。中国少数民族の歌垣研究の場合も、た えそれが近代国家による保護の対象という留保条件がついていたとしても、それでもなお日本文学 起源に置いてみたくなるものだ。たとえ勇み足だったとしても、阿蘇瑞枝の人麻呂研究における表記の略体と非略体の一覧を見た稲岡耕二が、それを「古体」と「新体」 時間に置き換える欲望をおさえられなかったように、である。あるいは、稲岡の名誉のためにこう付け加えてもよい。あのダーウィンですらリンネ 植物分類一覧表を前にし 、それを時間に置き換え 誘惑に勝て かった、と。
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　大部な著である『和歌の誕生』は、序章の「和歌とは何か」に




起源に置こうとしているのかと思ってしまう。が、それは早計であった。 「楽府 の比較」の章で、著者は本書 方法の一端を次のように述べているからである。



















と、著者の詩学理論への思い入れの深さが感じられる。それと同時に、本書のさ ざまな新見、提言が研究史を参照し、それに対する的確な批判を経たうえでのものであ ことがわか つまり学問への誠実さに裏打ちされていると うこ だ。
　後半の枠組みを単純化のそしりを恐れずに要約すれば、和歌定








歌儛所の楽師、楽人たちこそ 定型の創出者だったのだという指摘がなされている。和歌の成立と歌儛所 係わりは従来から問題にされていたが、ここまで踏み込んで言及されるのは初めてのことであろう。無名 集団が民間の歌謡を採集しつつ、一方でそれを解体して定型和歌へ再編した いうわけである。著者はそんなことは一言もいってい いが、こうした無名性の中に詩人柿本人麻呂の出現が用意され たのかと妙に納得して まうのである。
　『人麻呂の詩学』は、 「天武朝の人麻呂歌集歌」 「人麻呂歌集旋
頭歌の略体的傾向」 「 歌集七夕歌の配列と生態」 「人麻呂集略体 固有訓字」 「人麻呂歌集略体 の『在』表記」 人麻呂作歌の異文系と本文系」 「石見相聞 群の生態と生成」 「人麻呂の声調と文体」 「枕詞からみた人麻呂の詩法」 全九章から構成されている。目次に見られるとおり、本書は人麻呂歌集
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発展段階論を西條は切って捨てる。その対案として人麻呂作歌のすべてを同一範疇の中に置い 、その上で誦詠用の作品と歌集用の作品への振り替え、すなわち用途の違いを説く。そしてそれが一方で〈原万葉〉の編纂へと接続し 行くと う であるから、文字通り大胆な 想の転換といえる。
　これからの人麻呂論は、しばらく本書『人麻呂の詩学』を軸に
展開することになりそうだ。『アジアのなかの和歌の誕生』
（二〇〇九年三月 　笠間書院 　Ａ５判 　三七六頁 　税込九二四〇円）
『柿本人麻呂の詩学』
（二〇〇九年五月 　翰林書房 　Ａ５判 二六一頁 　税込四七二五円）
新 　刊 　紹 　介兼築信行著『聞いて楽しむ百人一首』
　百人一首は例外的に今日なお多く 々
に親しまれ続け いる秀歌撰である。それについての書は、一首一首の歌意を記すのみの簡潔なものから、多くの資料やカラフルな写真をふんだんにあしらう豪華なものまでさまざまにある。本書は簡潔な部類に属する。同時にか り独特で る。まず、付属ＣＤによって、競技カルタの読み上げよりもゆったりとした、和歌披講の講師の読み上げを楽しむことができる。 「歌はただよみあ し、詠じも るに、何となく艶にもあはれにも聞ゆる事のあ なるべし。 」という俊成のことばが自然 想起される。ページを繰れば、一首が大きくその中心に据えられている。歌意・解説は下部




子踊り」は当初「健康祈願祭」を目的としており、その原型は「 り」 （豊年踊り）であるという。しかしながら、 「よさこい祭り」の隆盛が地域の盆踊りを席巻するという近状もあ 過疎に伴う担い手の高齢化など土佐の盆踊りは衰滅 危機に瀕している。貴重な文化遺産 消え去ろ として
いる社会的危機に際して、高知県内の盆行事や口説き歌を調査・整理し、その歴史的経緯と現状についてまとめたのが本書である。第一章では土佐の盆行事と盆踊りを概観し、第二章では県内各地の盆踊り 現状と歴史を地域ごとに資料を中心 整理し第三章では沖の島の芸能や歴史について検証している。各 の盆踊りの記録を写真付きで紹介し、踊り歌・囃子詞・鳴り物の歌詞を資料として載せる。また、巻末には踊り歌索引も付せられており、資料としても貴重である。各地の盆踊り 歴史は古来の日本人の強い「思い」や「生 拠り所」にも通じ、また、失われつつあ 文化遺産への警鐘は同県出身者としても非常に興味深い問題である。（二〇〇九年八月 　高知新聞社 　Ａ５判 　四三二頁 　税込三七〇〇円）
 〔柳川 　響〕
